２　宝暦の明細帳による神社
宝暦の明細帳から
　元文より１０数年後の宝暦年間の明細帳から欠文のか所を補ってみると、
みる町内神社
　宇野村　朱高百七拾四石三斗五升四合

　　一、高　　百八拾八石四斗四升弐合

　　　　　　　免五ツ五分

　　一、人数　四百九人（前編Ｐ．３９６）


　　一、氏神　三宝荒神


とある。竈数は１戸平均５人とみて、およそ６０～８０戸と推察される。

　橋津村（湊村）　朱高弐拾石五斗四升弐合

　　一、高　　　五拾石三斗七合


　　　　　　　　免七ツ壱分（これはとびきり高率である　どうしてこうなのか考えてみる必要がある。）


　　一、御国札　十四番観音堂

　　一、人　数　九百六人

で、戸数およそ１８０～２００戸位であったものか。


　上橋津村


　　一、氏神　三宝荒神


　南谷村


　　一、氏神　天満天神


　　　（註　天台宗大法寺という寺があったというが、この頃はすでに改宗して勝福寺になったものかどうか


　　　　　　記載してない。土台石は残っている。）


　赤池村

　　一、氏神　荒神


　　一、人数に禅門１人が載せられているから現在の観音堂もそのころからあったらしい。これは、上橋津にも南谷にも同じことで、こゝにも観音堂の現存したことが推定できる。

　下浅津村


　　一、一向宗　香宝寺

　　一、氏　神　荒　神

　上浅津村

　　一、氏神　鷺大明神


　　一、禅門比丘尼　拾壱人


　人数７４３人とあるので竈数１５０～１６０戸とみてよかろう。たゞ、この村に禅門比丘尼（禅僧と尼女）が１１人とあるは、一向宗だん家としては異色である。相当大きい堂庵が存在したことが想像できる。

　水下村

　　一、氏神　牛頭天王

　久留村

　　一、氏神　久留大明神

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふ),布)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こう),河)村


　　一、氏神　三宝荒神


　長瀬村


　　一、人数　八百六拾六人


　　一、宿馬　十一匹


　　一、氏神　一宝大明神


　　一、一向宗勝福寺


とあるから、元文頃にも、戸数およそ１７０戸内外が推定され、御札場も加えられ禅門７人がみえているから、現在の観音堂も相当にぎわっていたものらしい。上浅津の堂庵と同じ状況である。


　田後村


　　一、人数　四百三人其他十三人


であるから元文の竈数９０軒は妥当であろう。また、其他のうちに禅門３人が含まれているから、やはり、現在の弘法大師堂も元文頃にもすでにあったと推定してよい。ただ、いい伝えられている法願寺は、南條元周の田後城滅亡と共に廃退したものとおもわれる。（この寺の什物であった「願主吉田忠左ヱ門」という刻名のある小EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(けい),磬)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(す),子)が朝倉権次郎宅にあった今は加藤屋にいっている）

その後の部落民の精神のよりどころとして祀られたのが、いまの弘法大師や観音の辻堂であろう。たゞし、この２堂は、藩制末期にもとの位置とは変わっているようである。


　これで、元文～宝暦ごろの社寺の存在と環境をあらましとりあげてみたつもりである。
